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・ 免疫グロブリン抗体の産生
・ 抗原情報の記憶（メモリーB
細胞）
・ 体液性免疫、獲得免疫に関与

・ ウイルス感染細胞、腫瘍
細胞への攻撃・破壊
・ 細胞性免疫、自然免疫に
関与

・ 免疫応答全体の制御
・ 機能の違いより、Th1細胞、
Th2 細胞、細胞傷害性 T
細胞などに分けられる

・ IgE 依存的慢性アレルギー
炎症への関与

・ アナフィラキシーショックへの
関与

・ 寄生虫に対する生体防御
※不明な点が多い

・ 遅発型アレルギーへ
の関与
・ 寄生虫の排除に関与
・ 顆粒内に殺菌物質や
加水分解酵素をもつ

・ 細菌・真菌に対
する貪食・殺菌
・ 顆粒内に殺菌物
質や加水分解酵
素をもつ

・ 細菌・真菌に対する貪食・殺菌
・ 抗原の提示（T細胞へのシグナル伝達）
［活性化後（T細胞により活性化）］
・ 細胞内寄生細菌の殺菌
・ 炎症性サイトカインの産生

肥満細胞（マスト細胞）

・I 型アレルギー反応への関与
・寄生虫感染に対する感染防御

・抗原の提示
※ 骨髄系幹細胞由来（単
球由来）とリンパ系幹
細胞由来の両方がある

単球

024 025

大事な用語

白血球にはどんな種類があるの？
免疫を担当するのは、血液に含まれる白血球です。白血球にはいろいろな種類があって、役割分担

をしています。これらの血球は、全て骨髄の造血幹細胞から分化していますよ。

免疫担当細胞の分化

　　　　　　　　　 白血球　造血幹細胞　顆粒球　リンパ球　マクロファージ　樹状細胞　

肥満細胞（マスト細胞）白血球の種類08

● 血液に含まれる白血球が免疫を担当する。
● 白血球をはじめ、全ての血球は造血幹細胞からできている。Point

練習問題で知識をチェック！

・ 免疫を担当する白血球は全て（ア　　　　　　）から分化する。

・ 顆粒球には（イ　　　）、（ウ　　　）、（エ　　　　）がある。

・免疫には顆粒球やリンパ球のほか、（オ　　　　　　）、（カ　　　　）、（キ　　　　）が関与する。

【解答】ア：造血幹細胞　イ：好中球　ウ：好酸球　エ：好塩基球（イ、ウ、エは順不同）　オ：マクロファージ　

カ：樹状細胞　キ：肥満細胞（マスト細胞）

好酸球と好塩基球の役割Step upス テ ッ プ
ア ッ プ

好酸球は、普段はあまり血液中にいない白血球ですが、寄生虫がいるときやアレルギー反応が起こって
いるときには増えてきます。細胞の中にある粒を使って寄生虫を排除してくれますが、この粒がヒトの細
胞にはたらいてしまうと、アレルギー症状を悪化させる原因になりますよ。
好塩基球も普段は少ししか血液中にいませんが、炎症反応などに関係しています。ただし、こちらもア
レルギー反応を引き起こすきっかけになってしまいます。アレルギーについては、免疫のおはなしが一通
り終わってからみていきましょう。
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●２ページごとに学習をまとめています。
● 巻末の「さくいん」を活用して、学習したい項目から読んでも大丈夫です。

②文章を読み、
イラストでさら
に理解を深めま
しょう。

④練習問題を
解いて、自分
がどれくらい
理解できたか
チェックして
みましょう。

③「Step up」は、
理解を深めるた
めの周辺知識
や、臨床で役立
つ内容を紹介し
ています。

①「大事な用語」
では学びのキー
ワードをピック
アップしていま
す。
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大事な用語

白血球にはどんな種類があるの？
免疫を担当するのは、血液に含まれる白血球です。白血球にはいろいろな種類があって、役割分担
をしています。これらの血球は、全て骨髄の造血幹細胞から分化していますよ。

免疫担当細胞の分化

　　　　　　　　　 白血球　造血幹細胞　顆粒球　リンパ球　マクロファージ　樹状細胞　

肥満細胞（マスト細胞）白血球の種類08

● 血液に含まれる白血球が免疫を担当する。
● 白血球をはじめ、全ての血球は造血幹細胞からできている。Point

練習問題で知識をチェック！

・ 免疫を担当する白血球は全て（ア　　　　　　）から分化する。

・ 顆粒球には（イ　　　）、（ウ　　　）、（エ　　　　）がある。

・免疫には顆粒球やリンパ球のほか、（オ　　　　　　）、（カ　　　　）、（キ　　　　）が関与する。

【解答】ア：造血幹細胞　イ：好中球　ウ：好酸球　エ：好塩基球（イ、ウ、エは順不同）　オ：マクロファージ　

カ：樹状細胞　キ：肥満細胞（マスト細胞）

好酸球と好塩基球の役割Step upス テ ッ プ
ア ッ プ

好酸球は、普段はあまり血液中にいない白血球ですが、寄生虫がいるときやアレルギー反応が起こって
いるときには増えてきます。細胞の中にある粒を使って寄生虫を排除してくれますが、この粒がヒトの細
胞にはたらいてしまうと、アレルギー症状を悪化させる原因になりますよ。
好塩基球も普段は少ししか血液中にいませんが、炎症反応などに関係しています。ただし、こちらもア
レルギー反応を引き起こすきっかけになってしまいます。アレルギーについては、免疫のおはなしが一通
り終わってからみていきましょう。
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●２ページごとに学習をまとめています。
● 巻末の「さくいん」を活用して、学習したい項目から読んでも大丈夫です。

②文章を読み、
イラストでさら
に理解を深めま
しょう。

④練習問題を
解いて、自分
がどれくらい
理解できたか
チェックして
みましょう。

③「Step up」は、
理解を深めるた
めの周辺知識
や、臨床で役立
つ内容を紹介し
ています。

①「大事な用語」
では学びのキー
ワードをピック
アップしていま
す。
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気さくになんでも
教えてくれる！
先輩ナース

勉強はちょっとニガテだけど
好奇心旺盛！
後輩ナース
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